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物  質  名 アセトン ＤＢ－3 

別  名 
2-プロパノン、ケトプロパン、ジメ
チルケタール、ジメチルケトン、

β-ケトプロパン、メチルアセチル 

構 造 式 
 
 
 
 
 
 

CAS番号 67-64-1 
PRTR番号 － 
化審法番号 2-542 
分子式 C3H6O 分子量 58.08 
沸点 56℃ 1) 融点 －94.8℃ 1) 
蒸気圧 2.32×102 mmHg（25℃、実測値）2) 換算係数 1 ppm = 2.38 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） －0.24℃（実測値）3) 水溶性 1.00×106 mg/L（25℃、実測値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス LD50 経口 3,000 mg/kg 5)  
 ラット LD50 経口 5,800 mg/kg 5)  
 マウス LC50 吸入 44,000 mg/m3（4hr）5)  
 ラット LC50 吸入 50,100 mg/m3（8hr）5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.5、1、2、5、10％の濃度で 2週間飲水投与（雄で 0、700、1,600、2,600、4,300、
6,900 mg/kg/day、雌で 0、750、1,500、2,300、4,350、8,600 mg/kg/day）した結果、2％以上の
群の雌雄で肝臓、腎臓の相対重量の増加、5％以上の群の雄及び 10％群の雌で体重増加の抑
制、10％群の雄の全数で骨髄の形成不全がみられた 6, 7) 。 

・ラットに 0、0.25、0.5、1、2、5％の濃度で 13週間飲水投与（雄で 0、200、400、900、1,700、
3,400 mg/kg/day、雌で 0、300、600、1,200、1,600、3,100 mg/kg/day）した結果、2％以上の群
の雌及び 5％群の雄で腎臓相対重量の増加、2％以上の群の雌雄で肝臓相対重量の増加、5％
群の雄で体重増加の抑制に有意差を認めた。2％以上の群の雄で白血球数の増加、赤血球数、
網状赤血球数、ヘモグロビンの減少、平均赤血球ヘモグロビン量、平均赤血球容積の増加に

有意差を認め、中等度の大球性正色素性貧血がみられた。また、対照群及び 0.25％以上の群
の雄で軽度～中等度の腎症がみられ、2％以上の群で中等度の発生率が増加し、本物質の投与
が老齢ラットにみられる腎症の発生を促進することが示唆された。2％以上の群の雄では脾臓
の色素沈着もみられた 6, 7) 。なお、ヘマトキシン・エオジン染色では異常蛋白質（α2u-グロ
ブリン）滴の増加はみられなかった 7) 。この結果から、NOAELは雄の 1％（900 mg/kg/day）
であった。 

・マウスに 0、0.5、1、2、5、10％の濃度で 2週間飲水投与（雄で 0、960、1,600、3,900、6,300、
10,000 mg/kg/day、雌で 0、1,600、3,000、5,500、8,800、13,000 mg/kg/day）した結果、5％以
上の群の雌雄で腎臓重量の増加、0.5％以上の群の雄及び 2％以上の群の雌で肝臓重量の増加、
10％群の雌雄で体重増加の抑制がみられた。また、2％以上の群の雄及び 5％以上の群の雌で
小葉中心部肝細胞肥大の用量に依存した発生率増加及び細胞肥大の程度の増加がみられた。

また、マウスに 0、0.125（雄のみ）、0.25、0.5、1、2、5（雌のみ）％の濃度で 13 週間飲水
投与（雄で 0、380、600、1,400、2,300、4,900 mg/kg/day、雌で 0、900、2,000、4,200、5,900、
11,000 mg/kg/day）した結果、雌の 2％以上の群で小葉中心部肝細胞の肥大がみられ、5％群で
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肝臓重量の増加、脾臓重量の減少に有意差を認めた 6, 7) 。これらの結果から、NOAELは雄で
2,300 mg/kg/day、雌で 5,900 mg/kg/dayであった。 

・ラットの雄に 0、45,200 mg/m3を 8週間（3時間/日、5日/週）吸入させた結果、45,200 mg/m3

群で体重増加のわずかな抑制がみられ、4 週間後に腎臓重量の有意な低下を認めたが、試験
終了時までに回復した 8) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・雄ラットに 0、0.25、0.5、1、2、5％の濃度で 13週間飲水投与（0、200、400、900、1,700、
3,400 mg/kg/day）し、0、0.25、1、5％群で精巣等を調べた結果、5％群で精巣重量の増加、精
巣上体重量、精巣上体尾部重量の減少、精子の運動性の低下、精子異常の増加に有意差を認

めた 6, 7) 。 
・ラットに 0、1,045、5,200、26,100 mg/m3を妊娠 6日目から 19日目まで（6時間/日）吸入させ
た結果、26,100 mg/m3群の母ラットで体重増加の抑制、胎仔で低体重に有意差を認めた。ま

た、26,100 mg/m3群の 3/26腹で、それぞれ 1匹以上の奇形仔がみられた（対照群では 1/26腹）。
奇形は胸骨裂、異所性心臓、血管奇形等であった 9) 。この結果、NOAELは 5,200 mg/m3（ば

く露状況で補正：1,300 mg/m3）であった。 
・マウスに 0、1,045、5,200、15,670 mg/m3を妊娠 6日目から 17日目まで（6時間/日）吸入させ
た結果、15,670 mg/m3群で肝臓の絶対及び相対重量の増加、一腹あたりの後期吸収胚の発生

率の増加に有意差を認め、胎仔では 15,670 mg/m3群で胸骨分節の骨化遅延の発生率に有意な

増加を認めた 9) 。この結果から、NOAELは 5,200 mg/m3（ばく露状況で補正：1,300 mg/m3）

であった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質の蒸気は眼、気道を刺激する。眼に入ると発赤、痛み、かすみ眼、場合によっては角

膜損傷、皮膚に付くと皮膚の乾燥、経口摂取や吸入すると咽頭痛、咳、頭痛、めまい、錯乱、

嗜眠、意識喪失を生じ、経口摂取では吐き気、嘔吐も生じる。中枢神経系、肝臓、腎臓、消

化管に影響を与えることがある。反復または長期の皮膚への接触により、皮膚炎を引き起こ

すことがある。血液、骨髄に影響を与えることがある 10) 。 
・労働者の調査によれば、200～400 ppmではばく露直後には臭いを感知できるが、やがて慣れ
が起こり 700 ppmでも気づかなくなる。2,500~3,000 ppmでは眼及び鼻の軽度の刺激を認める。
未熟練者では 500 ppmでも眼、鼻、咽頭に刺激を覚えるが、反復ばく露に伴ってこれらの刺
激作用に対して慣れが起こると考えられている 11) 。 

・男性ボランティアに 0、200、1,000、1,250 ppmを４週間（3または 7.5時間/日、4日/週）ま
たは 750～1,250 ppmの範囲で変動する濃度で 4週間（3または 7.5時間/日、3日/週）、女性
ボランティアに 0、1,000 ppmを 1週間（3または 7.5時間/日、4日/週）ばく露した結果、ば
く露群の臨床化学検査、血液・尿検査、脳波、心電図、肺機能検査、平衡機能検査で異常は

みられなかったが、1,250 ppm群（男性）の 3/4人で視覚誘発電位の振幅に有意な増大を認め
た。また、1,000 ppm群（女性、7.5時間/日のばく露）の 3/4人で、通常より 1週間以上早期
の月経がみられたが、ばく露との関連は明らかではなかった 12) 。この結果から、NOAELは
1,000 ppm（2,380 mg/m3、ばく露状況で補正：425 mg/m3）であった。 

・男女各 11人のボランティアを 250 ppmに 4時間ばく露させて神経行動反応を調べた結果、ば
く露中及びばく露後の二重課題法による検査で反応時間、誤反応率の有意な増加を認め、平

衡機能検査でもわずかな影響がみられた。気分尺度検査では、男性でのみ「怒り・敵意」の

得点が有意に低下した 13, 14) 。 
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・男性ボランティアを 0、250、500 ppmに 6日間（6時間/日）ばく露した結果、250 ppm以上
の群で不快臭、鼻、眼、喉の刺激の訴え、ばく露した翌朝の自覚症（頭痛、体がだるい、眼

がしばしばする等）がみられ、500 ppm群で著明であった。また、500 ppm群で好酸球数の有
意な増加を認め、白血球数の増加、好中球の貪食能の著明な低下がみられ、視覚に対する単

純反応検査では、反応時間（相対値）がばく露期間中には延長、ばく露期間終了後には短縮

することが著明にみられた 15) 。 
・アセテート繊維工場の男性労働者 110人（平均年齢 37.6才、平均ばく露期間 14.9年）、対照
群 67 人（平均年齢 41.9 才）を対象として神経影響を調べた疫学調査（断面調査）で、作業
後に個人サンプラーで測定された呼吸域の平均濃度は 361.4 ppm（範囲 5～1,212 ppm）であっ
た。ばく露群では、作業の前後の眼の刺激、流涙、アセトン臭、吐き気、調査開始前 6 ヵ月
間での頭重感、ぼんやり感、体重減少等の有訴率が有意に高く、呼吸域の濃度から、高濃度

ばく露群（> 500 ppm）、中濃度ばく露群（250～500 ppm）、低濃度ばく露群（< 250 ppm）
に分けて、有訴率を調べた結果、これらの症状の多くで濃度－反応関係がみられた。また、

33～44才の労働者では神経行動学的検査による単純反応時間と数字記憶の正確性が有意に低
かったが、30才未満または 45才以上の労働者では影響はみられなかった 16) 。この結果から、

LOAELは 361.4 ppm（860 mg/m3、ばく露状況で補正して 172 mg/m3）であった。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 17) TLV-TWA 500 ppm (1,188 mg/m3) 

TLV-STEL 750 ppm (1,782 mg/m3)  

 日本産業衛生学会 18) 200 ppm (470 mg/m3)  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られたNOAEL 900 mg/kg/day（雄
の腎症）を採用し、試験期間が短いことから 10で除した 90 mg/kg/dayを暫定無毒性量等に設定
する。 
 吸入ばく露については、ヒトの知見から得られたLOAEL 860 mg/m3（眼の刺激、流涙、頭重

感など）を採用し、ばく露状況で補正して 172 mg/m3とし、LOAELであるために 10で除した
17 mg/m3を暫定無毒性量等に設定する。 
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